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序  文

新町遺跡は、過去 2回の発掘調査で諸学問に新しい問題を投げかけてきました。

弥生早期から中期までの支石墓や甕棺墓・土墳墓をはじめ、出上した遺物や人骨

は日本国内のみならず東アジア的視野においても議論されるべきものと思われま

す。

今回は個人住宅建設に伴う事前調査として、ひきつづき墓域部分を発掘しまし

た。その結果、弥生時代末から古墳時代前期にかけての甕棺墓・石棺墓等が新た

に検出され、新町追跡の時期は拡大し、当遺跡の重要性も一段と増すこととなり

ました。

このように貴重な資料を提供してくれる新町遺跡を一日も早く保存整備し、文

化普及および研究資料として幅広く活用していく事こそ、今後の私たちの課題と

思います。

なお、当調査において各方面から指導・助言をいただいた諸先生方、調査を担

当された福岡教育事務所の小池史哲氏、区長・地権者をはじめとする地元新町関

係各位の絶大なるご協力を得て、無事調査を完了できたことに対し、心から感謝

申しあげ序といたします。

平成 2年 3月 31日

志 摩 町 教 育 委 員 会

教 育 長 矢 野 節 雄
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例  言

1.こ の報告書は、志摩町教育委員会が国庫補助を受けて実施した、同町所在新町遺跡の重要

遺跡確認調査の第 3次調査の記録である。

2.出土赤色顔料については福岡市埋蔵文化財センターの本田光子・宮内庁正倉院事務所の成

瀬正和に鑑定をお願いした。

3.遺構の実測は小池史哲 。洞龍二郎・岡部裕俊・角浩行が、遺物の実測は小池 ,若松美枝
子 ,佐藤みゆきが行ない、製図は小池・豊福弥生が行なった。遺構の写真撮影は小池が行な

い、空中写真は「空中写真企画」に委託した。遺物の写真撮影は九州歴史資料館の石九洋が

行なった。

4.金属器の保存処置は九州歴史資料館の横田義章が行なった。

5,土器の復原作業は岩瀬正信の指導のもとに九州歴史資料館で行なった。

6.本書の執筆分担は次のとおりである。
Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

………………・小池

.… 1..… ………小池

・本田 光子・成瀬
,………………小池

史哲

史哲

正和

史哲

Ｉ

　

Ⅱ

7.本書の編集は小池が行なった。
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.調査の内容……………………

1,Ⅲ -1地点の調査…………

1)遺構とその遺物中中"……

2)包含層出土遺物……………

2.簡易水道工事出土遺物……

,出土赤色顔料の分析調査……

本 文 目 次
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巻頭図版

新町遺跡Ш-1地 点全景

1号発棺募
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は じ め に

新町遺跡は福岡県糸島郡志摩町大学新町宇ギ丁原に所在する。この遺跡は九州大学医学部病

理学教室教授であった中山平次郎によって学会に紹介され (註 1)、 大正時代からひろく全国に

知られるところであった。大学新町字ギ丁原71番地の畑には支石墓の上石とみられる大石が露

出していて、この畑地に住宅建設が計画されたことが契機となって、昭和61,62年 度に重要遺

跡確認調査として、志摩町が国庫補助を受けて発掘調査を実施している。

昭和61年度の第 1次調査では、弥生時代早期 。前期の支石墓を含む57基の墳墓を検出し、そ

のうちの一部を発掘してこの時期のものとしてはじめてといえる埋葬人骨を得るなどの成果を

得た。また、早期と前期の墓域の区分と広がりが推定されるとともに、第 2地点で古墳時代前

期の箱式石棺墓 。土媛墓各 1基が検出され、貨泉も出土した (註 2)。

昭和62年度の第 2調査では、宇ギ丁原の砂丘上に13ヶ所のトレンチを設定して墓域の範囲確

認がなされている。この結果、砂丘の頂部より北側で墳墓が営まれ、第 1地点の弥生早期の墳

墓群の形成に始まり時期を追うごとに次第に東側へ移動して中期後半までには確実に東側に変

遷している様子が理解できたのである (註 3)。

このように新町遺跡が、弥生時代墳墓群として重要な遺跡であることは明らかとなったが、

字ギ丁原73番地の畑地に住宅が建設される計画が起こった。この住宅建設計画は当初75番地に

計画されたもので、昭和28年 に甕棺が出土したと伝えられている地点の南に隣接していて、第

1次調査時に第 2地点として発掘調査した。この調査では古墳時代前期の石棺墓・土壊墓が発

見されたが、南側は既に砂取りで深く地下げが行われてバイラン土と入替えられていた。新た

な住宅建設計画は75番地の南恨1半分とその東側の畑地にまたがる形に変更されたものである。

なお、この南側は第 4地点として調査して古式土師器・弥生後期土器を出土するものの薬瓶な

どの投げ込まれた攪乱穴が多い状況で、東側も第 3地点として調査して地表から160cmま で掘

り下げたが遺構は確認されていない。

しかし、このような周囲の状況でも、73番地の畑地が墳墓群に含まれる可能性は完全に払拭

することはできないので、地権者の承諾を得て第 3次調査として発掘調査することにした。調

査は平成元年 6月 12日 から7月 6日 までの期間で行なった。調査範囲は砂地であるために制約

を受けて、住宅基礎の範囲内にとどまらざるを得なかった。

また、新町地内では簡易水道施設工事が実施されることになり、宇ギ丁原の砂丘上を東西方

向にはしり第 1地点南側に接する町道に水道管を埋設する計画であった。この道路敷は墳墓群

内を横断するもので道路敷下に支石墓上石や甕棺墓出土が伝えられているため、町水道課と教

I
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1.新 町 遺 跡
8.小田支石墓
15浦 志 遺 跡
22 日明3号墳
29.曲 り田遺跡

御 床 松 原

桑原飛櫛貝塚

有 田 1号 墳
日明■号墳

徳正寺古墳

第 1図
八 遺 熊 跡

瓜生 (尾)貝塚

先 山 古 墳

横 枕 古 墳

塚 田 遺 跡

2.

9

16.

23

30.

3.

10

17

24.

31

遺跡位置図 (縮尺 1/7.5000)

4 熊添遺跡 5,大 牟田遺跡 6 稲 葉 遺 跡 7.開 l号 墳
11 泊大塚古墳 12,御道具山古墳 13 志登神社文石墓 14 志登支石墓群
18 ワレ塚古墳 19,日 明 17号 墳 20 日明 16号 墳 21 日明 13号 墳
25 東二塚古墳 26 釜 塚 古 墳 27 銚 子 塚 古 墳 28 長石二塚古墳
32. 鎖核石人橋裏古墳



育委員会の間で協議し、第 4地点南側の町道敷を利用する計画に変更された。さらに工事実施

にあたっては教育委員会職員と連絡を取りながら慎重な工事を実施し、出来るかぎり立会いを

することとした。しかし、町教育委員会職員は国体準備などの職務もうけもっており、工事工

程との調整や立会いを恒常的に行なうことが困難であり、工事の際に出土した遺物を採集する

程度にとどまった。

平成元年度の調査は志摩町が事業主体となり経費を負担し、福岡県教育庁福岡教育事務所か

ら調査担当職員を派遣して行なわれた。調査組織は下記のとおりである。

調 査 組 織

総 括 志摩町教育委員会 教育長

教育課長

失野 節雄

吉村 啓助

庶 務                社会教育係長  青木 正美
主 事     岡崎みどり

調査・庶務              社会教育主事  洞 龍二郎

調査担当  福岡県教育庁福岡教育事務所

社会教育課        技術主査    小池 史哲

また、調査中の休日に、前原町教育委員会文化課林覚・岡部裕俊・角浩行の各氏には、多忙

ななか遺構実測に手をわずらわせていただいた。

なお、区長はじめ新町地区の方々の他、地元の方々には、発掘調査に参加され、また諸々の

御協力をいただいた。感謝の念に耐えない。

註 ユ

2

3

中山平次郎 1917 九州北部に於ける先史原史中間期間の遺物に就いて一 考古学雑誌 7-10
中山平次郎 1932 福岡地方に分布せる二系統の弥生式上器 考古学雑誌22-6
志摩町教育委員会  1987 新町遺跡―福岡県糸島郡志摩町所在支石墓群の調査―
志摩町文化財調査報告書第 7集

志摩町教育委員会 1988 新町遺跡一福岡県糸島郡志摩町所在墳墓群の調査一
志摩町文化財調査報告書第 8集
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Ⅱ 調 査 の 内 容

第3次調査では、住宅建設に伴う事前発掘調査としてⅢ-1地点を全面発掘調査することに

したが、種々の制限があり敷地のうち住宅基礎の範囲より調査区を拡張しえなかった。

また、新町地内の道路敷に水道管を埋設される簡易水道工事が実施された折に、出土した遺

物についてもこの項で報告する。
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第 2図 遺跡付近地形図 (1/5000)

―一水道工事遺物出土区域
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1.皿 -1地点の調査

1)遺構とその遺物

Ⅲ-1地点では、箱式石棺墓 7基、甕棺墓 2基、土ナ疲5基 を検出した。表上の耕作土は20～

30cmの 厚みがあり、この下に淡く黄色味を帯びた灰白色の単純砂層 (第 1層 )、 攪乱状を呈す

るが茶褐色・暗灰色を帯びる白色砂の層 (第 2層 )、 灰白色砂で薄く暗灰色などの黒っぽい砂

層を互層状に挟んだりする層 (第 3層 )、 黄色味を帯びた砂層 (第 4層 )と 続き、石棺墓など

の遺構は地表下80～ 100cmの 第4層 中で検出した。おそらく第 3層 の上面に旧表土があったの

であろう。

1号石棺墓 (図版 2-a・ b、 第6図 )

調査区北東隅部の、地表下約 lmの深さで検出した。

石棺墓は、長さ1.60m、 幅1,35m、 深さ0.30mの隅丸長方形の墓城内に構築されているが、

石棺墓蓋石が露呈する深さでは墓躾プランの検出は困難で、蓋石より20～ 30cm下がった面で

プランを検出した。石構に使用される石材には、花尚岩や花両閃緑岩・玄武岩・砂岩質の円礫

がみられる。

棺の内法は、長さ55cm、 幅12～ 22cm、 深さ20cmを 測り、主軸方位はN30° Wを とる。棺内が

わずかに幅広になり、小日に使用される石が大きめである南東側が頭位と推定されるが、蓋石

では北西側に大振りの石が、南東側は小振りの石が被せられていて、にわかには決め難い。

棺の構築は、長さ52cm、 幅13cm、 厚さ8cmの床石を、15～ 18cmの厚さをもつ両側板石が

挟み、さらに側板石よりやや薄い石の両小口石が両側石を挟む形に組合わされて、倒れないよ

うに約20個の小振りの石で外側を支えている。河原石のような円礫を用いた柏は、床石 。両側

板石 。小日石の接する四隅の部分に隙間を生じるために、構内の四隅には小さな礫を充摸して

いるが、粘土などの使用の痕跡はみとめられない。

蓋石は、小日石より大きな石を被せるが、北西側に長さ50cm、 幅35cm、 厚さ14cmの 、南東

側には長さ40cm前後、幅20cm前 後、厚さ6～ 7cmの扁平な石を被せて、さらにその上に小振

りな礫を10個ほど乗せて隙間を塞いでいる。なお、蓋石にも日張り粘土などの痕跡はみとめら

れなかった。

棺内からは、ガラス河ヽ玉が約80個出土したが、大半は床石面よりも床石隙間や床石下から出

上しており、棺内からこはれ落ちたものと推定される。

墓墳内からは北側小口に接して、弥生土器片が 1点 出土した以外遺物の出土はみられない。

-6-
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出土遺物

ガラス可ヽ工 (図版 9-a、 表 1)外 径・厚さが2.Omm前後から4.Omm程度の大きさで、コ

バルトブルーと暗いコバルトブルーの色調を呈する。計測可能なものが77点あり、破片で計測

不能なものが約 8点分程度ある。

表 1 1号石構墓出土ガラス小玉一覧表      (単 位 i mm)

'早

 さ fし  そと 色   蘭 径

'早

 さ ザし  れと 色   調

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

‐４

‐５

・６

Ｗ

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

Ｚ

２５

２６

２７

２８

胸

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

“

３９

3.4～3.8

3.5～3.8

3.4～3.5

3.6

37
3.2

3,8

3.0

35
3.4

3.3～37
29
3.4

33
3.4

3.6

3.4

3,0

29
34
34
3.6

2.8

3,4

3.8～41
34
3.7

3.4

3.4～4.1

3,7

31
3,1

2.8

34
3.3

30
2.8

24
23

21
2.8

30
21
2.5

32
2.0

36
2,0

2.4

19
2.5

17
2.0

33
3,0

2,2

27
18
2.3

39
29
2,4

17
24
2.7

25
31
2.2

30
2,1

16
17
2.7

2,0

2.0

16
2.3

24

1.6

12
11
1.2

14
1.2

14
1,3

14
13
1,2

10
1.2

11
12
12
14
1,1

1.2

12
12
1.3

1.0

13
1.2

12
1,1

1.2

1～13
1.1

11
1,2

1.1

14
1,2

12
1.2

10
08

コパルトブルー ４０

４

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７‐

７２

７３

７４

７５

７６

７７

34
3.4

31～37
32
3.0

39
3,3

37
27
2.9～3.2

3.3

3,3

3,3

36
35
3.7

3.5

30
3.8

35
38
3.7

2.8

36
3.0

32
3.6

3.8

32
28
28
3,1

3.0

34～ 38
2.5

2,9

3.6

21

17
2.3

38
28
32
26
2.6

27
19
28
4.0

20
3.4

17
21
27
27
20
2.6

26
26
2,7

21
22
2.3

26
2,9

3.1

26
1.9

1.8

15
1.8

24
1.9

17
1,6

18

12
1,2

10～ 15
10
11
13
1.2

12
1,1

1.0～ 1.4

1,1～ 1.4

1.2

12
12
11～ 14
1.3

12
13
1.2～ 1,4

10～ 14
13
1.2

1.0

17
1.1

13
13
.4

14
1,1

12
1.2～ 1,4

09

コノ`ルトブルー

暗いコバル トブルー

売 (第 7図 ) 口縁部の破片である。直線的
に外反し、内外面ともにハケロ調整される。日

唇部は面をなし、沈線状の浅い凹みと斜方向の

沈線が反転する。胎土に角閃石を含み褐色を呈

する。 0

第 7図  1号石棺墓墓壊内出土
土器実測図 (1/3)

10cコn



2号石棺墓 (図版 2-c、 3-a、 第 6図 )

調査区北西部の地表下約0。 9mの深さで検出したが、北側は調査区域外に及び、墓壊の一部

が西側に隣接する3号石棺墓の墓媛を切る。

石棺墓は、長さ1.3m+α 、幅1.Om、 深さ0.25mの隅丸長方形 ?の墓壊内に構築されている

が、蓋石の露呈する第 3層中では墓媛プランの検出は困難で、蓋石より約0,25m下がった第 4

層で墓残プランを検出した。石棺には花尚岩の扁平な石材が用いられている。

棺の内法は、長さ45～ 50cm tt α?、 幅15～ 17cm、 深さ20cmを 測り、主軸方位はN53° 30′W

をとる。

石棺は、両側板石と南東側の小日石が接するように組合わされているが、北西恨1の小口には

石材がみられない。砂地のために石の抜き痕や木蓋の痕跡も確認できなかったが、両側板石の

端と床石の端が揃っていることから、木蓋が存在した可能性もあろう。床石の高さは、両側板

石 。小口石の据えられる墓舛質底面より約10cm高 い位置に並べられているので、側板石
。小日

石を組合わせて据えて安定させた後に床石をおいた可能性がある。

棺内外からは何らの遺物も出土しなかった。

3号石棺墓 (図版 3-b・ c、 第 8図 )

調査区の北西隅に位置し、墓壊の一部は2号石棺墓墓壊と重複し、 2号よりも先行する。

墓城は長さ1.5m、 幅1.lm、 深さ0.3mの楕円形プランを呈しているが、北東部は2号石棺墓

墓壊によってわずかに侵蝕され、西側端の一部は調査区域外に及ぶ。この墓躾も第 3層中で検

出された蓋石よりも、約0.2m低い第 4層中で墓十廣プランを検出したものである。

石棺は花尚岩の扁平な石材を用いているが、両側板石が小口石を挟んで、上面がほぼ水平に

なるように組合わせ、高さを合せるために側板石の下に小さな石を一部詰め込んでいる。床石

は、墓娠底よりも10～ 15m上に2枚の扁平石が並べられ、隙間は小さな石で充填されている。

また両側板石が倒れないように、両外側は小口石よりも小さな石でそれぞれ支えられている。

棺の内法は、床面での長さ55cm、 幅23～ 24cm、 高さ25cmだが、上縁では長さ50cm、 幅

20cmに狭まっている。主軸方位はN61°Wを とり、わずかに幅広で、床面が高く、かつ蓋石も

大きめな西側が頭位と推定される。

棺内全体に、赤色顔料が塗布されており、中央の北西寄りから、歯冠が出上した。またガラ

ス小玉 9点 も出土したが、すべて棺内の埋土をふるいにかけて発見したもので、棺内のどの部

分からの出土かは分らない。なお、墓媛内からは何らの遺物も出土していない。

出土遺物

ガラスJヽ玉 (図版 9a、 表 2) 9点 あり、外径2.3～ 3.2mm、 厚み1.1～ 2.6mmの 大きさ

-9-
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第 8図  3号石棺墓実測図 (1/30)

で、コバルトブルー、暗いコバルトブルーの  表 2 3号石棺墓出土ガラス小玉一覧表
色調を呈する。 (単位 i mm)

4号石棺墓 (図版 4、 第9図 )

調査区の中央部の、地表下約1.4mの深さ

で検出した。 2号石棺墓の南東に位置し、墓

壊の南東部は 5号石棺墓墓媛によって一部切

られた形に重複している。

石棺墓は、長さ2.6m、 幅1.85m、 深さ0.5

mの隅丸長方形の墓ウ黄内に構築されているが、花尚岩や玄武岩質の円礫12個が弧状に並ぶ、標

石状の石組遺構が墓壊の上にみられ、石組下面から墓壊底までは0,8～ 0,9mの深さを測る。

棺の内法は、長さ173cm、 幅24～ 35cm、 深さ20cmを 測り、主軸方位はN83° Eを とる。棺内

が幅広な東側に、歯冠片があり、頭位は東側である。

蓋石は7枚の長さ40cm、 幅25cm、 厚さ10cm程か、長さ60cm、 幅40cm、 厚さ10cm余程度の

やや扁平な石を並べている。東小日側では、まず端に三角形の大きめの石を次に 2枚目の石を

並べている。西側では、小さめの石が用いられ、小口側から順に東へ少しづつ重なるように 5

石を並べている。そして中央部の石が最も後に被せられたようだが、石と石との間の隙間には

0

径 厚  さ 子L 径 色  調

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2.3

32

26

30

31

37

29～ 34

28

27

21

11

15

1,9

09

15

26

22

17

08

13

13

14

10

14

0～ 14

12

13

コパルトプルー

暗いコパル トブルー
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小さな石による充填もみられるものの、粘土による目貼りの痕跡はみとめられない。

石棺は、北側に8枚、南狽1に 9枚のやや扁平な石を並べて側板とし、馬平石の小口石は狽‖板

石に挟まれる。側板には、長さ30～ 40cm前後、幅20～ 30cm、 厚さ10～ 15cm程 の石が立てて据

えられるが、南側はやや月ヽ振りの石が用いられている。小口石は長さ40cm、 幅25cm、 厚さ7

cm・ 10cm余 の扁平石が立てて据えられる。全体的には東側がやや高くわずかな傾斜をもつも

のの、上面が揃うように据えられているので、なかには墓城底にめり込むような石もみられる。

床石は、扁平石や円礫を敷き詰めているが、東側では長さ40cm、 幅30cm、 厚さ7～ 10cm程

の扁平石、西側は円礫を主とする月ヽさめの石で敷かれ、隙間には月ヽ石が詰められている。

棺内では、歯冠片数点が東小口から30cm程の位置で出土した以外、遺物は出土しなかった。

墓壊では、確実に共伴すると思われる供献遺物はみられないが、北側の一段浅い墓ウ髯状プラン

の内側で土師器甕と、この北側外で鉄斧 1点、墓壊南西隅の外から砥石 1点が出土した。

出土遺物

斃 (第 10図 )布 留式の甕で、復原口径18.Ocm、 胴最大径29.Ocm、 残存器高18,Ocmの 大き

さ。外面の肩部は横方向のハケロ調整も加わり、内面のヘラケズリは頸部まで及ぶ。胎土に角

閃石を含み、茶褐色に焼成されている。

鉄 斧 (第 11図 ) 長さ8,Ocm、 刃部幅3.3cm、 袋部幅3.5cm、 袋部厚さ2.3cmの 大きさ。

砥 石 (第 30図 3)硬 めの砂岩製砥石で、生日は細かく緻密である。長さ11.8cm、 幅5.

lcm、 厚さ4,8cmの 大きさ。

0

5m

10cm

第10図  4号石棺墓墓城内出土土器実測図 (1/4)

第11図  4号石棺墓墓残外出土
鉄器実測図 (1/2)
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5号石棺墓

(図版 5、 第12図 )

調査区の中央部で検

出された石棺墓で、 4

号石棺墓と一部重複す

るが、4号石棺墓より

も後出する。

墓城プランは、地表

下1.3mの標高2.8～ 2,

9m位で検出したがそ

れより約20cm上位で

標石と思われる石組遺

構が検出された。標石

は、人頭大よりも′Jヽさ

な石から長さ。幅共に

30cm程 の石など7石

がわずかに弧を描いて

並ぶものと、その南側

に散在する小振りの 4

石があり、後に確認し

た墓壌プランの中に

すっぽりと収まる位置

に相当する。墓城は、

長さ1.95m、 幅1.50m

の隅九方形プランを呈

し、深さは約0.70m残

るが、標石の下面から

墓崚底までは約1.Om

の深さである。

石棺は、主軸方位を

N21° 30′Eに と り、墓

壊の主軸とは約 6°方

□q
―

H、 3.00m

0

第12図  5号石棺墓実測図 (1/30)
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向を違えて構築されている。

石棺内法は、長さ83cm、 南小口幅20cm、 北小口幅12cm、 中央部幅25cm、 深さ20cmを 測る。

蓋石は、長さ20～ 50cm、 幅15～ 30cm、 厚さ10～ 20cmの やや細長い石を6個並
べているが、南

側に大きめの石を使用している。

両側板石は、長さ50cm、 幅30cm、厚さ10～ 20cmの やや大きな石を 2個づつ並べ、北東狽1ではさ

らに外に 1石 を重ね、わずかに南側が高くなっているものの、ほぼ上縁の高さを揃えて据えら

れている。南小日は扁平な石で側板石の端を外側から押さえるように据え、北小日は側板石に

挟まれて小振 りな石が据えられる。床石は施設されないが、南小国に接する位置に長さ
16cm、

幅14cm、 厚さ2～ 3cmの小さな扁平石 1個がある。床面の高さは標高2.25～ 2.30m位である。

棺内では南小口側が幅広なので南側が頭位であろうが、棺内からは何らの遺物も出土しな

かった。棺外の墓ウ黄内では、標石で一番深い位置にある円礫の下10cmの 、標高2,80mの位置

で銅鏃 1点が出土した。切先を墓ウ黄の隅角の上側に向けて出土したが、木質は遺存せず矢柄の

有無は不明である。しかし出土】犬況からして副葬遺物とみるべきであろう。

また、墓ウ黄の南側外から小形奏が、東南外から砥石 1点が出土した。

出土遺物

銅 鏃 (第 13図 ) 全長56mm、 先端部の長さ28.5mm、 最大幅14mm、 厚さ4mm、 基部の

最大幅6.3mm、 厚み 4mmを測る。鋳造時の型ズレによる甲張りがかえり部に残 り、基部はわ

ずかに甲張りを落としているが、先端部は研磨によって調整されている。

黄 (第 14図 ) 口縁部

は約1/4残 るが、復原口

径12.8cm、 器高 12.9cm、

胴最大径 13,7cmの 大 き

さ。日縁部は外反りでヨ

コナデ調整され、胴外面

はケズリに近い板状原体

によるナデ、内面はハケ

目調整されている。胎土

に砂粒をやや含み、茶褐

色に焼成され、九底の底

部に焼成後の穿孔がある。

砥 石 (第30図 4)細

粒の砂岩製砥石片で 1号

土壊出土砥石と接合する。

0

5cm
◇

第13図  5号石棺墓墓娠内
出土銅鏃実測図 (1/2)

10cm

第14図  5号右棺墓墓媛外出土
土器実測図 (1/3)

珍
0

0
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6号石棺墓 (図版6、 第15'16図 )

調査区の東南隅部で検出した。石棺は、長さ1.75m、 幅1.35m、 深さ0.8mの不整隅丸方形プ

ランの墓頻内に、主軸方位M60° Eで構築されているが、表土下約 lmの標高3.1～ 3.2m位 に、

攀大よリー回り大きめな円礫から30～ 40cm角 大の石17個で、直径1.5m程の環状を呈する石組

遺構があり、本来は石組遺構の下面が墓,療上縁であったと推定される。また、環状の中の空い

た部分は盛土状の高まりがあった可能性もあろう。

石棺内法は偏長方形 (平行四辺形)プランで、長軸87cm、 幅20～ 25cm、 高さ20cmを 測り、

使用される石材がやや大きめで、わずかに高い位置になる東北側が頭位と推定される。棺内に

は赤色顔料が塗布されるもののあまり顕著ではない。

側板石は、両側ともに 2枚の大振りな石を並べている。北側は長さ80cm、 幅45cm、 厚さ15cm

程の大きさの花尚岩扁平石と、高さ30cm、幅15cm、厚さ12cm程 の円礫状の石を並べ、南側は長さ

60cm、 幅40cm、 厚さ10～ 15cmの花尚岩と、長さ50cm、 幅35cm、 厚さ10cm弱の扁平石を端が重

―――――――H、 3.30m

熙

０
日
〇
∞
．∞
′
中
山
―
―
―
１
１
１
１

g

第15図  6号石棺墓標石実測図 (1/30)
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――――――H、 3.00m
なるように並べ、東

側がやや高めだが上

面が揃うように据え

られている。小口石

は側板石に挟まれる

形 (東北隅は角がほ

ぼ接している)に組

まれているが、東側

の小 日石 は長 さ

43cm、 幅25cm、 厚

さ 7 cm程の扁平石

が、西側は長さ30cm、

幅20cm、 厚さ8 cm

の扁平石が立てて据

えられている。

床石は、東小口側

では馬平石の長軸が

小日石に平行する方

向に敷かれるものの、

中央部から西小日側

は側板石に平行する

方向に敷かれている。

敷石面の標高は2.25

～2.30mの高さで、

東側が僅かに高 く

なっている。

蓋石は、長さ40～

50cm、 幅 15～ 30cm、

厚さ10～ 15cmの 扁

平石 4枚を並べて柏

・ド一一一一一
・・

Q

0

―
―
―
―
―
―
―
“
【
ツ
∞
・
〇
〇
日
ｐ

第16図  6号石棺墓実測図 (1/30)

を覆い、隙間を生じる部分には刻ヽさな石を詰めている。両刻ヽ日に立てかけられている扁平石も、

蓋石と一連のものであろう。しかし、日貼り粘上の痕跡は全くみられなかった。

棺内からはガラス小玉42個、ガラス勾玉 1個が出土し、蓋石上からもガラス小玉 1個が出土

―-16-―



表 3 6号石棺墓出土ガラス玉類一覧表

しており、勾玉や小玉の出土位置は蓋石の隙間

の下に相当するので、蓋石上にあったものが転

落したものと推定される。

墓城内の棺外からは何らの遺物も出土しな

かったが、墓壊外の北側で土師器甕片・重が各

1点出上しており、壺は供献土器であろう。

出土遺物 (表 3、 第17図 )

ガラス勾玉 気泡のあるガラス製で、暗いス

カイブルーを呈する。尾の部分が欠けており、

現存長22,3mm、 頭部の幅7.7mm、 厚さ7.3mm、

尾部側での幅6.2mm、 厚さ4.4mmの大きさで

孔径は1.5mmを測る。

ガラス玉 普通の小玉 (小玉B)と 、管玉状
のもの (小玉A)、 臼玉状のもの (小玉C)の

3種類がある。小玉Aは径が3.3～ 4.3mm、 厚

みが3.8～ 5.5mmの大きさ、月ヽ玉 Cは径が3.6

～5.Omm、 厚みが1.9mm以下の大きさで、小

玉Bはその中間である。色調は青緑色系のもの

(単位 i mm)

＼
ヾ
ぶヾ
＼`

0

10cm

第17図

2

6号石棺墓墓残外出土
土器実測図 (1/3)

一-17-―

種  類 径 厚  さ Tし 径 色  調 種 類 径 厚  さ TL 径 色  調

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

勾玉

小玉A

ガヽ玉B

38
43
33～36
34
38
3.3

40
4 1

4`1

4.8

48
45
46
40
4.3

4.4

43
4.6～50
47
40
4.3～ 5,0

55
4.5

38
5,1

5,0

47
4.1

4.5

32
31
2,7

34
34
3.9

2.6

36
3.1

40
33
26
28

1.5

14
2.0

1 2

1.3

1,2

13
19
19
2 1

17
19
17
1,3

1 2

1.7

16
18
18
19
10
1.5

暗いスカイブルー

やや暗いスカイブルー

淡いスカイブルー

スカイブルー

淡い青緑

青 緑

やや暗いスカイブルー

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

川ヽ 王 B

′lヽ玉 C

49-55
43
42
3.9

44
31
3.9

3.4

35～ 4,0

39
37
32
34
38
35
4.0

5,0

4.5

4,7

39
36
3,8

29
3,7

40
33
2.8

22
25
2,8

3,7

3.0

31
31
25
25
2.1

30
2,3

19
18
16
19
19

119

21
11
111

1.4

12
15
14
12
14

やや暗いスカイブルー

スカイブルー

やや暗いスカイアルー

波い青緑

スカイブルー



とスカイブルー系のものがみられる。

重 (第 17図 1)復 原口径13.5cm、胴最大径16.Ocm、残存器高18.2cmで 18.6cm程度の器高

であろう。扁球形の体部に、長めの口縁部がわずかに外反して立ち上がる。外面と口縁部内面

はハケロ調整されて、日縁部内外面はヨコナデが力Hわる。底部付近のハケロは細かい。体部内

面は頸部までヘラケズリされている。砂粒と角閃石を胎土に含み、黄茶褐色に焼成されている。

菱 (第 17図 2)口顕部の破片で、口縁部はわずかに外反し、端部は九みをもつ。口縁都

内・外面はヨコナデ、体部外面はハケロ調整、内面はナデられている。

7号石棺墓 (図版7-a・ b、 第18図 )

調査区の南西部にあり、 1号養棺墓と幕城が重複し1号奏棺墓より先行する石棺墓である。

墓媛は、長軸1.70m、 、短軸1.10mの 隅九長方形プランで、深さ0.45mを 測るが、南側墓壊縁

の上に標石と推定される4石があり、石の下面までの約0.15m高 さが深さに加わるであろう。

石棺は、ほぽ南北に長軸をもつ墓壊内に、花尚岩扁平石を主に用いて、主軸方位N9°Eに構

築される。

石棺の内法は、長さ80cm、 北小日幅15cm、 南小口幅10cm、 中央部幅20cm、 高さ約15cmを

測るが、床石がないので高さは不確実である。一応、南小日石の下面と、構内出土鉄刀子の高

さをもとに床面を推定したが、この面は標高2.40mである。

――一――-1■ 、2.90m

0

第18図  7号石棺墓実測図 (1/30)
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石棺側壁は、東西ともに3石が並べられ、北側が大きく南側が小さい石で、端が少し
づつ重

なるように据えられている。小口石は長さ18cm、 幅10cm、 厚さ5～ 10cmの石で、北刑ヽ日は両

恨J板石に挟まれ、南小口は角が接するように据えられている。蓋石は5枚の扁平石とそ
の隙問

を充填する小振りの石で構成され、日貼り粘土などの施設の痕跡はみとめられなかっ
た。

両狽‖板石に大振 りな石を用いる北側が頭位と推定さ

れるが、棺内では、北小日から10～ 15cmの 位置で鉄

刀子 1点が出土 し、ガラス小玉 2点 も出土した。棺   0 3cm

外・墓墳内から遺物は出土しなかった。

出土遺物

鉄刀子 (第 19図 )関 部付近で折れ曲がっているが、

全長9.lcm、 刃部長4.2cm、 幅0,8cm、 厚さ2.5mm、

基部の幅 3～ 5mm、 厚さ2.5mmの大きさで、木質は   第19図  7号石棺墓棺内出土
鉄器実測図 (1/2)

遺存しない。

ガラス小工 2点 ともにスカイブルーを呈する。 1

点は外径 5mm、 厚さ3.9mm、 孔径1,3mmで 、あと1点は外径3.8mm、 厚さ4,lmm、 孔径
1

2mmの大きさである。

1号甕棺墓 (図版 7-c、 第20図 )

調査区の南部の地表下1,4mで検出した。一部重複する7号石棺墓に後出する遺構である。

墓ウ黄は、長さ1.2m、 幅1.05mの 隅九方形プランで、0.5mの深さをもつが、標石と推定され

る石の下面からは0.65mを 測る。この石は、花蘭岩の角礫 2個 と円礫 1個で、墓
I度の東上縁に

沿って並び、広口壷の口縁部破片が脇にある。

甕棺は、複合口縁大形壺を下甕にして、日縁部を打ち欠いた広口壺の底部恨‖を挿入し
たもの

であり、墓ウ黄上から出土した口縁部は上甕から打ち欠かれたものである。埋置状況は、主軸方

位をN32° 30'Eに とり、傾斜角度約12°で、北西方に上甕がある。

斐棺内には赤色顔料が、棺外の一部には黒色顔料が塗布されている。棺内外から
は何らの遺

物も出土しなかった。

甕 棺 (図版 9-b、 第21図 )

上 斑 口縁部約1/3を 欠く。日径27.9cm、 器高38.8cm、 胴最大径28.6cmの 大きさで、体

部は蕪形を呈していて、底部は尖り気味の九底。口縁部は大きく外反し口縁端部はやや角張
る。

外面と内面の口縁部はハケロ調整、体部内面は頸部までヘラケズリされて
いる。胎土に砂粒・

金雲母を含み、焼成良好で。淡茶褐色を呈する。

下 菱 完形で日径34.Ocm、 器高65,lcm、胴最大径51.7cmの 大きさ。体部は倒卵形を呈して

十

一
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第20図  と、 2号養構墓実測図 (縮尺1/20)



いて、口縁部はわずかに内

彎するも直立気味に立ち上

がり、口縁端は短く外反し

て面取りされている。体部

外面は縦方向中心のハケロ

調整だが、胴最大径部分と

肩部に横方向のハケロ、底

都付近はケズリが加わる。

体部内面はハケロ調整とヘ

ラケズリで、日縁部内外と

頸部外面はヨコナデ、頸部

内面は横方向ハケロ調整さ

れている。胎土に砂粒・金

雲母を含み、良好な焼成で、

黄褐色ないし淡茶褐色を呈

する。日縁部内 。外面と頸

部から胴部の一部に黒塗り

の痕跡が残り、内面全体に

赤色顔料塗布の痕跡がみら

れる。

2号甕棺墓

(図版 8-a、 第20図 )

調査区の南西隅の地表下

1,4mで 検出したが、墓墳

の南 。西側は調査区域外に

及ぶので、墓ウ黄の全容と標

石については分らない。

菱棺は、大形壺に鉢形土

器を被せたもので、主軸方

位をN25° Eに とり、埋置

角度約 7°だが、南西恨Jの

上奏はズリ落ち気味である。

‖ヽ‖

第21図  1号養棺実測図 (1/6)

0
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棺内は、赤色顔料が塗布されていて、

何らの遺物も出土していない。棺外では

下奏の西側に、切先を南側にした刀子 1

点が出土した。副葬品であろう。

甕 棺 (図版10-a、 第22図 )
上 菱 完形で回径31.3cm、 器高28,
5cm、 胴最大径33.lcmの大きさの鉢形

土器。日縁部は内彎気味に開くが、口唇

部の面取りはない。口縁部内・外面はヨ

ヨナデ調整、体部外面と内面の頸部下は

ハケロ調整だが、体部内面はヘラケズリ

ないしヘラナデ調整されている。胎土に

砂粒 。金雲母を含み、良好な焼成で淡茶

褐色ないし淡赤褐色を呈している。内面

には赤色顔料が塗布されている。

下 範 複合口縁の大形壺であろうが、
日縁部は打ち欠かれて残らない。残存器

高48,7cm、 体都は倒卵形をなし、胴最

大径41.8cmの大きさ。外面は縦方向の

ハケロで、肩部に横方向のハケロが巡る。

内面は頸部にハケロがみられ、胴部はナ

デ、底部はヘラケズリされている。胎土

に砂粒・褐色粒 。金雲母・石英粒を含み、

良好な焼成で、茶褐色を呈している。頸

部内面は黒色に塗られ、内面全体に赤色

顔料塗布の痕跡がみられる。

出土遺物 (第23図 )

鉄刀子 関部付近で折れ曲がっているが、
全長17.3cm、 刃部長12.6cm、 幅 8mm、 厚

み4mm前後、基部幅10mm、 厚み4.5mm前

後を測る。基部には木質が一部遺存している。

第22図  2号甕棺実測図 (1/6)

10cm

0

20cm

0

第23図  2号奏棺墓墓城出土
鉄器実測図 (1/3)
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土 壊 (図版 8-b・ c、 第24図 )



1号土増 調査区の東端で検出した土疲で、主軸方位N56°Wの隅九長方形プランを呈し、

上縁の長さ1,44m、 幅0,95m、 下端の長さ1,00m、 幅0.47m、 深さ0,70mを測る。土壊内下部

から砥石 2点と痛平石 1点が出上した。

第 (第25図 1)小 破片である。ヨコナデ調整される日縁部は外反し、端部は九い。

H、 3.10m

4

―

II、 3.00m

2

H、 3。 20m_

5

――一―H、 3.10m

lm0

第24図  1・ 2・ 4・ 5号土壌実測図 (1/30)

―-23-一



砥 石 (第 30図 5,6) 3は 細粒の砂岩製で、使用の痕跡はあまり顕著でない。 5号石棺
墓墓壊外出土砥石と接合する。 4も 細粒の砂岩製だが 3よ りも薄く、使用の痕跡が少ない。

2号土療 調査区の東端で検出した土城で、主軸方位N35°Wの隅九長方形プランを呈し、
長さ1.00m、 幅0.60m、 深さ0.15m程だが、標高3,00mに 標石と推定される石が散在する。

0

翼
羽I叶汁|‖ヾ

10cm

5

第25図  1～ 5号土壊出土土器実測図 (1/3)
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甕 (第 25図 2・ 3) 2は 日縁部が外反し、内外面ともにハケロ調整されている。 3は頸部

下に2条の三角凸帯をもつもので、内外面ともにハケロ調整されている。

3号土娠 (図版 8b)調 査区南東隅の標高3.00m位 で検出した土壊で、主軸方位はN

38° 30′ W。 長さ1.38m、 幅0,94mの隅丸長方形プランで、内外の堆積土は識別が困難であり深

さは不明。土壊の北側に標石状の石がある。あるいは2号土壊に関連するのかも知れない。

養 (第25図 4・ 5) 2点 ともに外反する口縁部をもち、胴部外面はハケロ調整される。 4

の日縁部が薄めなのに対して、 5はやや厚めである。

4号土壊 (図版 8c)調 査区北端の標高2.90m位で検出したが、北側は調査区域外に及ぶ。

主軸方位N38° 30'Eの隅丸長方形プランで、長さ1.20m、 幅0,90m、 深さ0.25mを測る。土媛

底より約10cm浮 いて、甕 2点が横倒しの状態で出土した。

羹 (第 25図 6。 7) 6は 口径14.5cm、 器高21.3cm、 胴最大径19.6cmの 大きさの完形品。

体部は倒卵形よりも球形に近く、口縁部は内彎気味に開く。口縁端部は軽くつままれて面取り

されている。胴部外面は縦位のハケロが主で、肩部に横位のハケロが加わり、 1条の沈線が巡

る。内面のヘラケズリは顕部のすぐ下まで及んでいる。胴部外面に煤が付着している。 7は底

部を欠くが、ほぼ完形に復原できる甕で、 6よ り胴最大径の位置が低く、日縁部は直線的に開

く。復原口径14,9cm、 復原胴最大径21,8cm、 復原器高24.6cmの 大きさ。口縁端部は軽くつま

まれて面取りされている。胴部外面は縦位のハケロが主で、肩部に横位のハケロが加わる。口

縁部内面はハケロ調整のあと口唇部付近は強めにナデられる。胴部内面のヘラケズリは肩部ま

でである。胴部外面に煤が付着している。

5号土墳 1号土壊と2号土城の間で検出された小土壊で、掘り過ぎのために上縁は不整形

な楕円形を呈する。深さ0.20mの底面は長さ0,50m、 幅0.25mの隅丸長方形で、主軸方位はN

16° Eを とる。

2)包含層出土遺物

1.自 然遺物

馬 歯 (図版 8-d) S46。 W2点付近の標高3.55m位でまとまって出土した。この部分は

第 3層上面で南北80cm、 東西40cmの範囲に及ぶが、土ナ廣などのプランは確認できず、下の 3

号土娯との関係も不明。北側で下顎先端部の牙状の歯が並列して立ち、南側で臼歯部分の歯が

倒れて並ぶ他は散乱した状態で検出された。
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2.土 器 (第 26～ 28図 )

1は 1号土城の北側から出土したKIc式 (註 1)の甕棺口縁片である。砂粒 。金雲母を胎上に

含み、暗褐色を呈する。

2は 3号石棺墓の西側墓城外から出土した。く字形に屈折する複合口縁の壼口縁片である。

復原口径15,3cmで、砂粒 。金雲母を胎土に含み、茶褐色を呈する。

3は 1号土壊の北側から出土した口径15,8cm、 器高20,4cm、 胴最大径18,2cmの大きさの甕。

口縁部は短く外反し、底部は小さなレンズ状をなす。内外面ともにハケロ調整されるが、タト面

の胴下半はナデ消されている。弥生終末期のものである。

4は 4号石桔墓の北側から出土した復原口径11.7cm、 器高13.2cm、 胴最大径13.3cmの 大き

さの甕。日縁部は外反し、底部はわずかに欠けるがやや尖り気味の九底であろう。外面と口縁

部内面はハケロだが原体によるナデに近く、胴部内面はナデ調整される。

5は複合口縁の大形壺ないしは甕の口縁で、内外面ともハケロ、口縁端面に交差する連続斜

線文が刻まれる。

6は復原口径14.6cmの大きさの甕で、口縁部は外反して端部はつままれて面をなす。

7・ 8は布留式の甕口縁で、日縁部は内彎気味に開き、胴部内面のヘラケズリは頸部下まで

及んでいる。 7の端部はつまみ上げられたような形だが、 8は上面が平坦になっている。

9は 4号石棺墓の北側から出上したミニチェア土器。口径3.5cm、 器高 5。 2cm、 胴最大径5.

4cm、 底径3.3cmの 大きさで、口縁部は外反しない。胎土に砂粒・石英 `金雲母を含み、茶褐

色に焼成されている。

10は復原口径15.8cm、 器高6.85cmの 大きさの椀形土器。日縁部は内彎気味で端部は丸みを

もつ。口縁部内面はハケロ調整、内外の下半はヘラケズリされている。胎土に砂粒・褐色粒・

石英を含み、茶褐色に焼成されている。

11・ 12は高杯の口縁部破片。11の外面は斜方向の暗文、内面はハケロ調整されている。12の

外面はヘラミガキ、内面はハケロがナデ消されている。

13は肥厚気味の口縁部をもつ甕片で、胴部内面はヘラケズリされている。胎土に細砂粒・石

英粒を含み茶褐色に焼成されている。奈良時代のものであろう。

14は復原口径22.lcm、 器高3.2cmの 大きさの皿 (盤)で、器面が風化 しているが一部ヘラ

ミガキの痕跡をとどめる。胎土に褐色粒・金雲母を多く合み淡褐色に焼成されている。

15は復原口径23.Ocmの 大きさの養口縁で、日縁部は外反して端面は面をなす。内外面とも

にハケロ調整されている。

16は底径7.2cmの壼底部片。底面はナデ調整されわずかに脹らむ。胴部外面はハケロ調整、

底部付近はヘラケズリで、内面はナデ調整されている。15・ 16は後期後半のものであろう。
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第26図 包含層出土土器実測図 1(1/3)
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第27図 包含層出土土器実測図 2(1/6)

17は 4号石棺墓北側から出土した、口径35,7cm、 器高21,8cm、 復原胴最大径32,Ocmの 大き

さの鉢形土器。扁球形の体部で底部は九く口縁部は直接的に開く。器面風化のため調整は不明。

18は 5号石構墓東側から出上した、日径23,5cm、 残存器高23,5cm、 復原胴最大径47.8cmの

大きさの複合日縁の大形壼。体部は球形を呈し、口縁都は直立して端面は平坦、下端は凸帯状

を呈している。肩部から上は器面風化のため調整は不明。Л同部外面はハケロ調整、内面はナデ
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られている。布留式土器に伴う時期のものであろう。

19,20は 4号石棺墓北側から出土した須恵器奏片。うまく接合しないが同一個体であろう。

日径22.2cm、 胴最大径42.Ocmの 大きさで、器高は46cm前後であろうか。口縁部は外反して端

部で肥厚する。体部外面は平行タタキ、内面は同心円当て具痕がみられ、頸部から胴部の外面

にはカキロもみられる。

21は 口縁端部が上につまみあげて内面が凹む。胴都タト面はカキロと一部に平行タタキ痕、内

面はナデられるが同心円当て具痕も残る。

22は杯蓋片で外天丼に回転ヘラケズリ痕がみられる。23は蓋受けのかえりをもつ杯身で復原

最大径13.2cmの大きさ。外底部に回転ヘラケズリ痕がみられる。

24は杯蓋であろう。外天丼はヘラ切離しのあとナデられ、鳥足状のヘラ記号が付されている。

28

22

29

23
30

24 31

10cm

25

26

32
33

34

36

第28図 包含層出土土器実測図 3(1/3)
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25～ 27は 身受けのかえりをもつ杯蓋で、25。 26は復原口径が11.Ocm前 後の大きさだが、27

は器壁が厚く口径も不明。26・ 27の天丼は回転ヘラケズリされている。 7世紀後半頃であろう。

28～ 31は 鳥嘴状口縁部をもつ杯蓋で、29。 31ではつまみのつくことが明らかで復原口径が

18cm前後であろう。外天丼に回転ヘラケズリ痕がみられる。 7世紀末～8世紀のものである。

32は短頸壺の口縁部であろう。ヨコナデ調整され器壁は薄い。

33・ 34は甕の口縁部で、33の 口縁端部は外にまがり、34は 口縁部に1条の三角凸帯が巡り端

部は上につまみ上げられて内側が凹む。35は復原口径15。 8cmの鉢ないしは椀であろう。

36は 4号石桔墓の西側から出土した甦。頸部と体部が接合しないが同一個体であろう。ラッ

パ状に開く口頸部には2条 と1条の沈線が巡り、 2条沈線を挟んでヘラ先による連続斜線文が

巡らされる。体部は肩の張る扁球形で最大径9,lcm、 高さ5.5cm前後であろう。沈線が 2条巡

り沈線間に連続斜線文が施されて、直径1.6cmの 円孔が穿たれている。 6世紀頃であろう。

3.石器・石製品・土製品 (第 30'31図 )

石製紡鍾車 (1・ 2) 1は東

端部の第 3層から出土した。絹雲

母片岩製で一部を欠くが蒲鉾形の

断面形を呈し、直径40mm、 厚さ12

mm、孔径6.5mmの大きさ。片面に

は細く弧状と放射状の線刻がある。

2は3号石桔墓上の第3層下部から

出土した。滑石製で半欠する力司享

めの円板形を呈する。直径41mm、

厚さ1lmm、 孔径 8mmの大きさ。

2

斡 0 5cm

第29図 包含層出土石製品実測図 (1/2)

砥 石 (7～ 10) 7・ 8は第 3層出土の砂岩製砥石で 8の下面には敲打痕がある。 9は調

査区東端部第4層 出土の凝灰岩質砂岩製で、方柱状の4面ともによく使用されて 1面では溝状

の使用痕がある。10は西端部第3層下部出上の砂岩製で、使用により大きく湾曲している。

石 錐 (11・ 12) 2点 ともに東部の第 3層から出土した打欠石錐である。11は長さ11.

6cm、 幅9,2cm、 厚さ2.3cm、 有効長9.9cmの大きさで、両面中央に敲打痕があるので敲石と

しても使用されている。時期的に古いものかも知れない。12は半欠して長さが不明だが、幅3.

6cmを 測る側縁にも打欠きがみられる。

土 錐 (13～ 15)13'14は東北部の第 4層出上で精選された胎土で淡い灰黄褐色を呈する。

13は長さ7.3cm、 幅2.Ocm、 孔径0.6cm。 14も ほぼ同程度の大きさであろう。15は排土から探

集したもので暗い茶褐色を呈する。長さ4.7cm、 幅1,7cm、 幅1.7cm、 孔径0,3cmの 大きさ。
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第30図 包含出土石器・土製品実測図 (1/3)

3.鉄 器 (第 31図 )

鉄 鏃 (1～ 6) 1は 2号養棺墓と7号石棺墓の間から出上した。基部端を一部欠き、現

30
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存長18.2cmの 片丸造柳葉式である。鏃身は長さ1.4cm、 幅0。 9cm、 厚さ2.5mm、 申束状突起ま

での箆被部は4mmの方形断面で長さ10.Ocmを測る。 2・ 3は東端部第 3層 出土の茎部破片で

ある。 4・ 5は南部第 3層から出土した。 4は全長10。 7cmの方頭式、 5は現存長7.2cmの柳

葉式で棘状突起はみられない。 6は一見マイナスのドライバーのようにみえるが方頭式の鏃で

あろう。現存長5,8cm、 鏃身の長さ3.Ocm、 幅1.2cmを測る。

絞金具 (13)東端部第 3層 から出土した。環状部は長さ5.4cm、 幅3.8cm、 厚み 5～ 8

mmで、基部端から0.6～ 1.Ocmの所に軸受けが渡される。内部は長さ3.8cm、 幅2,1～ 2.8cm、

軸基部は扁平で軸受けに巻きつけられ、先端は方柱状を呈し、軸の有効長は4.lcmを 測る。

鎌 (17)西端部第 3層から出土した。現存長10,2cm、 幅2,7～ 3.5cm、 背の厚さ2.5～ 4.

Ommで木質は遺存しない。鎌とすれば左きき用であろう。

刀 子 (19。 20)19は 4号石棺墓北側の上層から出土した。切先の一部を欠き現存長19.

6cmで このうち刃部が9.5cmを 占める。刃部は厚さ2～ 4mmで、関部幅は1.5cmを 測る。基

部の断面も二等辺三角形を呈し木質が残る。関部には幅 6mm、 厚さ2mmの環がある。20は

南部の第3層 下部から出土した。全長13.4cmの うち刃部は9.Ocmを 占める。背の厚み 3mmで

関部幅1.15cmを 測る。基部には木質が残り、関部には幅 6mm、 厚さ2mmの環が取付けられ

ていて柄は厚み1,Ocm、 幅1.2cm程度であろう。

不明鉄器 (7～ 12・ 14～ 16。 18)いずれも西部の第 3層上部から出土した。 7～ 12は 5～

6mm角の棒状だが 7・ 8は屈曲し、 9の先端は痛平、11の基部は細くなっている。14は尖る

先端から3.Ocm長 さでほぼ直角に曲がるがその先を失う。鑑のようなものであろうか。15は幅

1,Ocm、 厚さ2.5～ 3.Ommの扁平板状で現存長15,3cmを 測るが3ケ所で曲がり、両端が欠損す

る。16は板状のものが稜をなして曲がる。18は刃をもつが本来の形は分らない。

2.簡易水道工事出土遺物

岐志・新町地区簡易水道事業に係わる掘削工事に伴って出土した遺物を、この項で紹介する

1～ 14・ 20は御床松原遺跡に含まれる部分から出土した弥生土器である。

1・ 2は口縁部は如意形が強く折れて端部に刻み目が付され、外面はハケロが施される。 1

は復原口径33cmの 大きさで胴上部に低い三角凸帯が 2条巡る。前期末の甕である。

3は平坦な逆L字形口縁と口縁下に三角凸帯が巡る甕棺で復原口径54cmの 大きさ。内面に

ミガキの痕跡がみられる。 4は復原日径37.4cmだ が 3と 同様の特徴をもち、KEc式 (註 1)に

分類される中期前半頃の土器である。

5は 口縁部はやや外側が下がり、口縁下にM字形の凸帯が巡る。中期中頃のものであろう。
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第32図 簡易水道工事出土土器実測図 1(1/4)

6は復原口径31,9cm、 器高22.2cm、 底径10.9cmの 大きさの鉢形土器である。器面はやや風

化するが内外面ともナデ調整であろう。口縁部はKⅢ a式 (註 1)に近い特徴をもつ。

7は丹塗磨研の短頸壺で回縁部に双孔が穿たれている。復原日径14.4cm、 器高7.4cm、 胴

最大径12.6cm、 底径4.4cmの 大きさ。胎土に細砂粒 。金雲母を含み焼成は良好。
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第33図 簡易水道工事出土土器実測図2(1/4)



9は丹塗磨研の高杯で脚部を欠く。復原口径28.Ocm、 杯部高7.lcmの 大きさ。内外面とも

丁寧にヘラミガキされる。鋤先状をなす平坦な口縁部上面に放射】犬暗文がみられる。胎土に砂

粒・金雲母を含み焼成は良好。 7,9は 中期中頃から後半のものである。
10。 11・ 12は逆L字状口縁をもち胴の張る器形で、日縁下に三角凸帯が 1条巡り、胴部外面

はハケロ調整されている。11は復原口径38.生mの大きさで、12は復原口径35.2cm、 器高46.

3cm、 胴最大径35.7cm、 底径9,3cmの 大きさ。外面全体に煤が付着している。KⅢ b式 (註 1)

に分類される中期後半の上器である。底部破片13・ 14も この頃のものであろう。

8の器台は器高13.4cm、 日径9,4cm、 裾径13.Ocmの 大きさで、外面は粗いハケロ調整、内

面はナデ調整だが板状原体の圧痕がみられる。胎土に砂粒を含み焼成良好だが、二次的な火熱

を受けている。後期に含まれるものである。

20は復原口径23.Ocm、 器高11.Ocm、 底径7.6cm大の鉢形土器。底部はレンズ状に,長 らみ、

体部は内彎気味に開くが器壁は厚めである。内外面ともにハケロ調整された後に下半部をナデ

消して、日縁部はヨヨナデで薄くまとめている。胎土に細砂粒を含み良好な焼成で黄褐色を呈

している。弥生時代終末ないしは古墳時代前期のものであろう。

15～ 19、 21～ 24は新町遺跡の部分から出土したものである。

15は斐棺墓をバックフォーの爪によって断ち割った際に出上したのであろう。口縁部 。胴上

半・胴下半がうまく接合しないが、図上で復原した。復原口径45.Ocm、 胴最大径56.2cmで 、器

高は80cm前後であろうか。日縁部は内彎気味に開く単純な口縁と複合口縁の中間的な形態を

なしている。複合口縁としては日縁部は短めで、口縁端部はわずかに外反して口唇都は面取り

されている。胴部は長めの倒卵形を呈すると思われるが底部は分らない。内外面ともにハケロ

調整されるが、胴部外面にはタタキロが残り、口縁部はヨコナデが加わっている。頸部下と胴

下半にはコの字凸帯がそれぞれ 1条巡る。日唇部と凸帯上にはハケロ原体の小日による斜方向

の刻み目が施されている。胎上に砂粒を含み焼成良好で淡褐色ないし茶褐色を呈している。弥

生時代終末期のKV類の甕棺で (註 1)そのe類に近い。県道福岡志摩前原線部分から出土した。
16は外反する甕口縁部破片で、内外面ともにハケロ調整され、日唇部にハケロ原体によるジ

グザグの刻み目が施されている。弥生時代終末期のものであろう。新町遺跡東部の字天神畑の

道路敷から出上した。

17は布留式甕の口縁部破片であろう。日縁端部は内外面ともにやや窪む。Ⅲ-1地点の南側

を通る道路敷から出土した。

18は高杯の杯底部破片で内外面ともにハケロの後ナデが加わっている。

19は 国径11.8cm、 残存器高8.3cmの広口壺で、外面は縦方向のヘラミガキ、内面は横方向

にハケロ調整されている。胎土に細砂粒・金雲母を含み、焼成良好で淡褐色を呈しているが、
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胴部内面は黒褐色を呈す。18。 19は弥生終末ないし古墳時代前期で、県道部分から出土した。

註 1橋口達也 1979 発棺の編年的研究 九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告XXXI
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第34図 簡易水道工事出土土器実測図3(15、 16は 1/6、 17～ 20は 1/3)
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Ⅲ.出土赤色顔料の分析

新町遺跡第 3次調査の第 2号養柏墓および第 3号石棺墓出土赤色顔料について、光学顕微鏡

による観察と蛍光X線分析の測定を行ったところ、ベンガラであった。

試  料

第 2号養棺墓出土試料 (NO,1)お よび第 3号石棺墓出土試料 (NO.2)と も土砂の中に少

量の赤色顔料が含まれていた。実体顕微鏡下で土等を除去したものから、針先に着く程度の赤

色顔料を採り、プレパラートを作成したり。残りをメノウの乳鉢で研和し蛍光X線分析の試料

とした。

光学顕微鏡による観察

墳墓出土の赤色顔料としてはベンガラ (酸化第二鉄Fe203)と朱 (硫化水銀HgS)が考えら

れる。これらは特に微粒のものが混在しない限り、検鏡による識別が可能である。そこで、光

学顕微鏡により、透過光・反射光40～400倍で検鏡したところ、両試料ともベンガラ粒子より

成っていた。ベンガラ泣子には種々の形状があり、その中で産地あるいは製造方法の違いを示

すかも知れないと考えられているものがある。これはパイプ状粒といわれているものであるが、

今回の試料には含まれていなかった。

蛍光X線分析

以下の測定条件で蛍光X線分析を行った。装置;理学電機工業KK製蛍光X線装置、X線管球

;Crttll云
谷極、分光結晶;LiF、 検出器,S,C、 印加電圧―E「加電流うOKV-25mA。 両試料とも赤色顔

料の主成分元素としては、Feが検出された。

ま と め

以上の結果から、新町遺跡第 3次調査の第 2号養棺墓および第 3号石棺墓出土赤色顔料はベ

ンガラであると考えられる。北部九州地方の発構墓から出土する赤色顔料はベンガラよりも朱

が主流である (註 1)。 今回の例は墳墓出土赤色顔料の変遷を考える上で重要であろう。

註 1 本田 光子 1988 弥生時代の墳墓出土赤色顔料 九州考古学 62
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Ⅳ お わ り t

新町遺跡Ⅲ-1地点では、石棺墓 7基、甕棺墓 2基、土城 5基などの遺講を標高 3m前後の部

分で検出した。一方包含層では弥生時代前期
。中期 。後期、古墳時代前期、奈良時代などの遺

物が出土し、馬の遺存体も発見された。

石棺基は、調査区域内のほぼ全域にわたって検出され、甕棺墓 2基は調査区南西部にのみ、

土壊 5基は東部にのみ検出された。大形壷などが北東部でも出土しているので、甕棺墓が北東

側にも存した可能性も否定できないものの、石棺墓・巽棺墓
。土媛の分布に若干差異がある。

墓地群はさらに四方に広がるものと推定されるが、一応、西狽1に甕棺墓
。東イ員lに土墳を挟んだ

形で、広がる可能性があろう。

石棺墓 7基のうち、石楠の内法規模では3つ の群に分けられる。

第 1群 長さ55cm。 幅20cm。 深さ20cm前後の内法規模。 1・ 2。 3号石棺墓

第 2群 長さ85cm。 幅20cm。 深さ20cm前後の内法規模。 5・ 6。 7号石棺墓

第 3群 長さ173cm。 幅24～ 35cm。 深さ20cmの 内法規模。 4号石棺墓。

また、床石は5。 7号石棺墓以外の石棺墓で床全面に敷かれている。

主軸方位では、 1・ 2・ 3号が北西一東南方向、 4。 6号北東一西南方向、 5,7号が南北

に近い方向をとっている。

これからは、蓋石下面の高さが標高 3m前後の 1'2・ 3号石棺墓に共通点があり、2.5m

前後の5,7号石棺墓でも共通点がみとめられるが、第 1群でも1号石棺墓と2,3号石棺墓

では使用される石材の選定から差異がみられ、構造も異なる。

ところで昭和61年度に調査されたI-2地点での石棺墓 (註 1)は、今回調査したⅢ-1地点

の石棺墓群と約 8mの距離を隔てた北北西に位置している。 I-2地点の石棺墓は長さ138cm、

幅30～ 34cm、 深さ20～ 25cmの内法規模で敷石があり、東西方向に主軸をもつ。内法規模では

第 3群に含めるべきものであるが、両側板は各 2枚で据えられる点は4号石棺墓と異なる。蓋

石上の標石の脇から出土した供献土器から、古墳時代前期布留式段階の時期が与えられている。

Ⅲ-1地点の石棺墓では供献土器を確実に伴う例はないが、I-2地点の石棺墓と同一の墓地

群に想定しうる位置にあるので布留式段階を中心とした時期の墓地と考えるべきであろう。し

かし、墓療内出土土器片では弥生時代は終末ないし古式土師器がみられ、 7号石棺墓と重複し

て後出する 1号奏棺墓に使用される複合口縁大形壺は布留式段階のものであるので、すくなく

とも、床石のない第 2群の石棺墓は布留式段階よりも先行する。また、 5号石棺墓出上の銅鏃

は形態的には弥生時代の範甕に属すものである。この銅鏃が古墳時代初頭前後まで引継がれて

いた可能性も否定しえないが、すくなくとも布留式段階よりも先行するとして問題はないであ
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ろう。そして5号石構墓よりもさらに4号が先行する。一方、 1号石枯墓は墓城内出土土器が

示す弥生時代終木期よりも後に石棺墓が構築されたと考えるべきであろう。

したがって、莞棺墓などを含めたこの墓地群は、古墳時代前期の布留式段階までのもので、

布留式段階に近いものが主体を占めると推定されるが、石棺墓には弥生時代終末を前後する時

期のもの力f含まれている可能性も高いと言えよう。

今回の調査では、弥生時代早期から前期末の支石墓を含む墓地群の南側で、弥生時代終末か

ら古墳時代前期の墓地群を確認できたことと、その時期の発棺墓・石棺墓ともに標石力章存在す

る事実を確認しえたことが、成果としてあげられる。

なお、簡易水道工事に伴って出土した遺物では、県道福岡志摩前原線部分の新町集落中心部

からの出土資料で、弥生時代終末の発棺墓の存在が明らかであり、砂丘の高まりがみとめられ

る地
'或

は、新町遺跡の遺構分布の上で注目しなければならない。

誌 1 橋口達也編 1987 新町遺跡 志摩町文化財調査報告書 第7集
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図版 8
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